
福 島 第 一 原 子

力 発 電 所

2
0
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3
0
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岩
手

県

宮
城

県

山
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県

福
島

県

秋
田

県

羽
鳥

ダ
ム

西
郷

ダ
ム

①
定

川
①

定
川

②
仙

台
東

②
仙

台
東

⑤
亘

理
・

山
元

（
農

地
海

岸
）

⑤
亘

理
・

山
元

（
農

地
海

岸
）

①
迫

川
上

流
・

荒
砥

沢
ダ

ム
②

迫
川

上
流

③
河

南

③
名

取
川

③
名

取
川

④
亘

理
山

元
④

亘
理

山
元

④
白

河
矢

吹
⑤

阿
武

隈
川

上
流

地
震

災
地

区

津
波

災
地

区

⑥
南

相
馬

⑥
南

相
馬

仙
台

東
地

区
大

区
画

ほ
場

整
備

亘
理

・
山

元
農

地
海

岸
海

岸
堤

防
の

復
旧

名
取

川
地

区
排

水
機

場
の

復
旧

完

完
完

完

完
完

は
事

業
完

了
し

た
事

業
地

区

※
直

轄
事

業
と

は
、

国
自

ら
が

実
施

す
る

事
業

の
こ

と

⑥
請

戸
川

完

完

完

完

第
２

直
轄

災
害

復
旧

事
業

の
実

施
状

況
１

．
直

轄
災

害
復

旧
事

業
の

位
置

図

H
2

7
.3

完
了

H
2

9
.3

完
了

H
2

9
.3

完
了

H
2

4
.3

完
了

H
2

4
.3

完
了

H
2

5
.3

完
了

H
2

9
.3

完
了

H
2

5
.3

完
了

H
2

5
.3

完
了

直
轄

災
害

復
旧

事
業

　
地

区
別

事
業

一
覧

区
分

番
号

地
 区

 名
県

名
災

害
内

容
事

業
費

（
億

円
）

①
定

川
宮

城
県

排
水

機
場

排
水

路
等

2
8

仙
台

東
（

施
設

復
旧

）
宮

城
県

排
水

機
場

排
水

路
等

3
2

1

仙
台

東
（

農
用

地
復

旧
）

宮
城

県
農

地
復

旧
1

7
3

仙
台

東
（

除
塩

）
宮

城
県

除
塩

7
5

仙
台

東
（

区
画

整
理

）
宮

城
県

区
画

整
理

3
1

6

計
8

8
4

③
名

取
川

宮
城

県
排

水
機

場
排

水
路

等
1

5
5

④
亘

理
山

元
宮

城
県

排
水

機
場

排
水

路
等

1
2

3

⑤
亘

理
・

山
元

（
農

地
海

岸
）

宮
城

県
堤

防
工

防
潮

水
門

等
1

6
3

⑥
南

相
馬

福
島

県
排

水
機

場
排

水
路

1
7

3

1
,5

2
5

①
迫

川
上

流
・

荒
砥

沢
ダ

ム
（

再
度

災
害

復
旧

）
宮

城
県

流
入

工
排

泥
工

1

②
迫

川
上

流
宮

城
県

揚
水

機
場

幹
線

水
路

2

③
河

南
宮

城
県

排
水

機
場

用
水

路
5

④
白

河
矢

吹
福

島
県

羽
鳥

ダ
ム

（
堤

体
）

付
帯

施
設

3
3

⑤
阿

武
隈

川
上

流
福

島
県

西
郷

ダ
ム

（
堤

体
）

付
帯

施
設

6

⑥
請

戸
川

福
島

県
大

柿
ダ

ム
（

堤
体

）
幹

・
支

線
用

水
路

7
6

1
2

4

注
：

事
業

費
は

四
捨

五
入

に
よ

っ
て

い
る

の
で

、
端

数
に

お
い

て
は

合
計

と
一

致
し

な
い

も
の

が
あ

る
。

津 波 被 災 地 区 地 震 被 災 地 区

計

②

計
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農業用施設の被災状況

○ 地区内の農地の約８割（1,800ha）が浸水し、排水機場等が壊滅的な被害
を受けるとともに、地盤沈下により施設の機能が低下した。

提灯堀

２． ② 仙台東地区の実施状況

大堀排水機場

高砂南部排水機場（仙台市若林区）

平成2３年４月撮影 平成2３年９月撮影

中第６支線排水路（仙台市若林区）

区 分 数 量
H2８まで
復旧数量

施設名・復旧工法

施設復旧 基幹排水機場 ４箇所 4箇所 高砂南部、大堀、二郷堀、藤塚

揚排水機場 37箇所 ３６箇所 赤沼、大沼 他

幹支線用水路 ６.4km 3.1km
屋倉堀、蒲沼堀、渋川堀、角串堀、八丁堀、仙台堀、井土
他

幹支線排水路 ３８.２km 33.4km
鍛冶谷地堀、桶筒堀、落堀、堤灯堀、大堀、北長沼堀、二
郷堀、大学堀、長屋敷西、富岡堀、三本塚西、山王、館越、
日辺、大口、中野西、中野東、藤塚 他

ゲート、樋門 26箇所 20箇所 高砂南部排水機場樋門、二郷堀排水機場樋門 他

農用地復旧 1,810ha 1,810ha
雑物除去工、堆積土砂撤去工、客土工、均平工、ほ場洗掘
部盛土等

除塩 1,393ha 1,393ha
雑物除去工、堆積土砂撤去工、湛水除塩工、畦畔復旧工
（整地）

区画整理 1,978ha 970ha

○総事業費：８８４億円

○主要工事計画

＜概要＞

宮城県仙台市

２．仙台東地区の実施状況

※Ｈ２８まで復旧数量は、平成29年3月末時点

－6－



二郷堀排水機場（旧）

藤塚排水機場

大堀排水機場

○ 農地の復旧で１，８００haで営農再開が可能となった。
○ 施設の復旧は、復旧対象４排水機場がH2７年度迄に完了し引渡し済。
○ 現在は、農地の大区画化（１，９８０ha）を主体に実施中。

本格復旧

機場名
排水量

（震災前）
（m3/s）

排水量
（震災後）
（m3/s）

増加量
（m3/s）

高砂南部 ５.１５ １０.７０ ５.５５

大 堀 ２.６０ ４.２０ １.６０

二郷堀 １０.００ ２０.２０ １０.２０

藤 塚 １.３０ １.５５ ０.２５

全 体 １９.０５ ３６.６５ １７.６０

新 高砂南部排水機場

新 二郷堀排水機場

大堀排水機場

高砂南部排水機場（旧）

高砂南部排水機場（新設）

大堀排水機場

二郷堀排水機場（新設）

藤塚排水機場

－7－



地
区

面
積

：
2
,2

4
4
h
a（

農
地

、
道

路
・水

路
含

む
）

主
要

工
事

区
画

整
理

：
1
,9

7
8
h
a

工
期

（
予

定
）

：
平

成
2
3
年

度
～

平
成

3
2
年

度

・
換

地
区

毎
に

、
次

の
よ

う
な

整
備

を
行

う
。

○
事

業
概

要

ほ
場

整
備

前

・
六

郷
換

地
区

の
整

備
イ

メ
ー

ジ
図

ほ
場

整
備

後

換
地

区
別

〈
現

況
の

整
備

状
況

〉
〈
計

画
（
整

備
方

針
）
〉

高
砂

換
地

区
3
0
a区

画
、

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

→
9
0
a区

画
化

七
郷

換
地

区
3
0
a区

画
、

開
水

路
→

9
0
a区

画
化

、
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
化

六
郷

換
地

区
1
0
a区

画
、

土
水

路
→

1
h
a区

画
化

、
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
化

○
地

区
内

を
2

7
の

用
水

ブ
ロ

ッ
ク

に
区

切
り

、
工

事
計

画
案

及
び

換
地

計
画

原
案

を
確

定
し

た
う

え
で

、
順

次
、

工
事

を
実

施

○
平

成
2

8
年

度
ま

で
に

大
区

画
化

工
事

が
完

了
し

た
約

9
4

0
h

a
で

効
率

的
な

営
農

が
展

開

○
平

成
2

9
年

度
は

、
約

9
3

0
h

a
で

工
事

を
実

施
し

、
大

区
画

化
工

事
は

平
成

3
0

年
度

に
完

了
予

定

「
仙

台
東

地
区

」
ほ

場
整

備
事

業
概

要
と

農
地

整
備

状
況

平
成
2
9年

3
月

末
時

点

高
砂

2
 

高
砂

3
 

高
砂

5
 

高
砂

5
 

高
砂

6
 

高
砂

6
 

高
砂

4
 

高
砂

-
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七
郷

1
-2
 

七
郷

2
 

七
郷

3
-1
 

七
郷

4
-1
 

七
郷

4
-2
 

七
郷

5
-1
 

七
郷

6
 

七
郷

5
-2
 

六
郷

1
 

六
郷

2
 

六
郷

3
-1
 

六
郷

3
-2
 

六
郷

4
 

七
郷

3
-2
 

七
郷

7
 

六
郷

5
 

事
業

区
域

図

凡
例

大
区
画
化
工
事

完
了

〃
Ｈ
2
9実

施
中
・
実
施
予
定

〃
Ｈ
3
0着

手
予
定

高
砂

換
地

区

七
郷

換
地

区

六
郷

換
地

区

六
郷

7
-2
 

高
砂

1
 

七
郷

1
-1
 

六
郷

7
-1
 

六
郷

6
 

大
区

画
ほ

場
で

の
田

植
え

状
況
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新
た

な
経

営
体

が
誕

生

○
仙

台
東

地
区

で
は

1
,8

0
0

h
a
で

営
農

再
開

が
可

能
と

な
り

、
被

災
し

た
経

営
体

が
復

興
し

た
ほ

か
、

新
た

な
経

営
体

が
誕

生
し

て
い

ま
す

。

平
成

2
８

年
７

月
撮

影
仙

台
市

平
成

2
3

年
5

月
撮

影
国

土
地

理
院

井
土

地
区

乾
田

直
ま

き

（
農
）
井
土
生
産
組
合

◆
井
土
ネ
ギ
収
穫

（
農
）
仙
台
ｲｰ
ｽ
ﾄｶ
ﾝ
ﾄﾘ
ｰ

◆
加
工
販
売

(
写
真
は

HP
よ

り
)

(株
)み

ち
さ
き

◆
葉
物
ハ
ウ
ス

そ
の

他
に

◆
ト
マ
ト
ハ

ウ
ス

◆
い
ち
ご
ハ

ウ
ス
が
隣
接
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広
田

半
島

営
農

組
合

（
岩

手
県

陸
前

高
田

市
）

－
地

元
産

食
材

を
使

っ
た

手
づ

く
り

工
房

再
興

－

仙
台

イ
ー

ス
ト

カ
ン

ト
リ

ー
（

宮
城

県
仙

台
市

）

－
２

５
年

に
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

を
オ

ー
プ

ン
－

広
田

半
島

営
農

組
合

は
、

平
成

2
1

年
1

2
月

に
設

立
。

津
波

被
災

に
よ

り
継

続
が

懸
念

さ
れ

た
が

、
復

旧
水

田
で

営
農

を
継

続
し

て
い

る
。

地
元

産
食

材
を

活
用

し
た

６
次

化
の

取
組

も
再

開
さ

れ
、

「
手

作
り

工
房

め
ぐ

海
」

に
お

い
て

「
お

や
き

」
等

の
加

工
販

売
に

も
力

を
入

れ
て

い
る

。
商

品
に

使
用

し
て

い
た

根
シ

ョ
ウ

ガ
を

地
元

産
へ

切
り

替
え

る
た

め
、

ハ
ウ

ス
で

の
栽

培
を

開
始

し
た

。

仙
台

イ
ー

ス
ト

カ
ン

ト
リ

ー
は

、
平

成
2

0
年

１
月

に
設

立
。

津
波

に
よ

り
大

き
く

被
災

し
た

が
、

復
旧

農
地

で
水

稲
を

中
心

に
作

付
再

開
。

2
4

年
度

に
は

仙
台

市
の

「
農

と
食

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
推

進
特

区
」

第
１

号
に

認
定

を
受

け
、

米
を

中
心

と
た

６
次

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

2
5

年
５

月
に

は
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

を
オ

ー
プ

ン
平

成
2

8
年

の
経

営
面

積
は

7
2

h
a

作
業

受
託

1
2

h
a
。

有
限

会
社

川
俣

シ
ャ

モ
フ

ァ
ー

ム
（

福
島

県
川

俣
町

）

－
町

内
全

飼
育

農
家

に
川

俣
シ

ャ
モ

の
雛

を
供

給
－

有
限

会
社

川
俣

シ
ャ

モ
フ

ァ
ー

ム
は

、
川

俣
シ

ャ
モ

の
飼

育
農

家
や

(株
)川

俣
町

農
業

振
興

公
社

と
の

連
携

に
よ

り
、

飼
育

か
ら

流
通

ま
で

町
内

一
貫

体
制

で
生

産
・

加
工

・
販

売
を

お
こ

な
っ

て
い

る
。

交
付

金
に

よ
り

育
雛

施
設

１
棟

を
整

備
（

平
成

2
7

年
３

月
に

完
成

）
。

原
子

力
災

害
に

よ
り

大
き

く
減

産
し

ま
し

た
が

、
施

設
の

拡
充

に
よ

り
2

7
年

か
ら

震
災

前
の

出
荷

羽
数

に
回

復
さ

せ
た

。

「
農

業
生

産
対

策
交

付
金

」
－

活
用

事
例

－
「

農
業

生
産

対
策

交
付

金
」

－
活

用
事

例
－

（
株

）
サ

ン
フ

レ
ッ

シ
ュ

小
泉

農
園

（
宮

城
県

気
仙

沼
市

）

－
津

波
被

災
農

地
で

の
大

規
模

養
液

栽
培

の
開

始
－

サ
ン

フ
レ

ッ
シ

ュ
小

泉
農

園
は

、
平

成
２

６
年

１
０

月
に

設
立

。
気

仙
沼

市
小

泉
地

区
内

の
津

波
被

災
農

地
に

、
オ

ラ
ン

ダ
型

の
大

規
模

養
液

栽
培

施
設

(2
h

a
)を

整
備

し
、

平
成

２
７

年
１

０
月

か
ら

ト
マ

ト
の

生
産

出
荷

を
開

始
し

た
。

平
成

２
８

年
４

月
に

は
、

地
元

森
林

組
合

か
ら

寄
贈

さ
れ

た
直

売
所

を
オ

ー
プ

ン
し

、
地

域
の

活
性

化
に

貢
献

。
生

産
し

た
ト

マ
ト

は
「

と
ま

た
ん

」
の

名
称

で
出

荷
。
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